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第58号　　　　　　　　　　　          　明　星　院　だ　よ　り  　　　　　　　　　　 令和3年8月1日　(8)(1)　令和 3年 8月 1日 　　　　　　　　 明　星　院　だ　よ　り　　 　　 　　  　　 　  　　　 　　第 58 号

「
コ
ロ
ナ
き
て
経
は
黙
読

手
水
な
し
」

☆
各
地
を
襲
っ
た
、
線
状
降
水

　
帯
に
よ
る
大
雨
被
害
に
よ
る

　
犠
牲
者
の
皆
様
に
衷
心
よ
り

　
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申

　
し
あ
げ
ま
す
。

☆
初
詣
に
来
て
い
た
家
族
連
れ

　
の
子
供
た
ち
が
、
十
二
支
地

　
蔵
尊
の
前
で
声
高
ら
か
に

　「
十
二
支
の
う
た
」
を
歌
い

　
な
が
ら
廻
っ
て
い
る
の
に
驚

　
か
さ
れ
ま
し
た
。思
わ
ず「
ど

　
こ
で
知
っ
た
の
」
と
尋
ね
る

　
と
通
っ
て
い
る
幼
稚
園
で
日

　
常
歌
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
の
歌
は
退
職
し
た
二
葉
幼

　
稚
園
元
教
諭
の
作
な
の
で
歌

　
詞
と
楽
譜
を
奉
納
額
の
横
に

　
並
べ
て
掛
け
さ
せ
て
も
ら
い

　
ま
し
た
。

☆
七
日
は
早
や
立
秋
と
は
い
え

　
大
暑
の
砌
り
、
皆
々
様
の
御

　
自
愛
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

編
集
後
記

暑
中
お
見
舞
い

　
　
　
　

申
し
あ
げ
ま
す

令
和
三
年

　
　
　

猛
暑

マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー

（
宗
教
家
）

　
伝
説
に
よ
る
と
補
陀
落
山
と
は
、
南
イ
ン
ド
の
海
岸
に
あ
る
と
信
仰
さ
れ

る
観
音
菩
薩
の
霊
場
で
す
。
こ
の
た
び
、
奈
良
東
大
寺
の
千
手
観
世
音
菩
薩

が
安
置
さ
れ
て
い
る
厨
子
の
壁
画
の
模
写
が
許
可
さ
れ
図
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
御
本
尊
千
手
観
世
音
菩
薩
安
置
の
宮
殿
背
面
に
表
具
さ
れ
、
こ
れ
に

よ
り
荘
厳
が
い
っ
そ
う
増
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

補ふ

だ陀
落ら

く

山せ
ん

図ず

が
完
成傘

地
蔵
の
足
元
を

　
　
　

荘
厳
す
る
著し

ゃ

が莪

　
本
堂
に
安
置
の
赤
穂
義
士

木
像
の
背
後
に
高
野
山
義
士

顕
彰
会
か
ら
、
か
ね
て
奉
納

い
た
だ
い
た
扁
額
『
忠
臣
義

士
』と
浅
野
長
勲
公
筆
の『
展

赤
穂
義
士
墓
』
の
漢
詩
を
設

置
し
ま
し
た
。
参
拝
の
折
に

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

臨
別
孤
刀
表
至
情

智
謀
欺
世
是
忠
誠

弔
人
陸
續
誰
無
涙

泉
岳
寺
中
義
士
塋

　
　

坤
山
源
長
勲

災
厄
と
祈
り

世
の
中
を

　
一
変
さ
せ
る

大
き
な
災
い
も
、

家
庭
や
自
身
に

降
り
か
か
っ
た

　
　
問
題
も
、

心
に
広
が
る

不
安
や
恐
れ
に

　
変
わ
り
な
い
。

何
か
に
す
が
り
、

　
受
入
れ
、

折
り
合
い
を

　
つ
け
て
き
た

そ
の
先
に
は

人
々
の
祈
り
が
あ
る
。

こ
の
世
に
な
い

心
か
ら
の
祈
り
に
よ
っ
て

成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
も
の
は
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弘
法
大
師
御
誕
生
千
二
百
五
十
年
記
念
事
業

お
大
師
様
の
ご
遺
徳
を
讃
え

　
　

大
師
堂
・
御
影
堂
を
新
築

　
　
　
　
　
　
　

浄
財
勧
進
の
お
願
い

　
檀
信
徒
の
皆
様
に
は
、
ご
本
尊
様
・
お
大
師
様
の
ご
加
護
の
も
と
、
益
々

ご
健
勝
に
て
日
々
ご
精
励
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
平
素
よ
り
当
山
外
護
の

為
格
別
の
ご
信
助
を
賜
り
、
有
難
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
た
び
当
山
で
は
、
来
る
令
和
五
年
に
迎
え
る
弘
法
大
師
御

誕
生
千
二
百
五
十
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
大
師
堂
・
御
影
堂
の
新
築
を

発
願
い
た
し
ま
し
た
。

　
全
国
各
寺
院
で
は
、
大
師
堂
を
高
野
山
の
伽
藍
に
な
ら
っ
て
御
影
堂
と

呼
称
し
、
木
像
を
安
置
し
て
い
て
も
御
影
（
お
姿
を
浄
書
し
た
も
の
）
を

安
置
し
て
い
る
と
し
て
そ
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
山
で

は
現
在
護
摩
堂
に
安
置
し
て
い
る
木
像
（
北
宗
俊
作
）
を
大
師
堂
本
尊
と

し
、
高
野
山
奥
之
院
に
入
定
さ
れ
て
い
る
お
姿
（
多
井
隆
石
筆
）
を
御
影

堂
本
尊
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
奉
安
荘
厳
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
中
に
、
設
計
と
基
礎
工
事
を
終
え
、
来
年
中
に
建
築
・
竣
工
、
再

来
年
春
に
仏
具
等
の
荘
厳
を
整
え
秋
の
落
慶
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
お
経
の
中
に
『
仏
道
を
成
就
す
る
正
路
に
二
種
あ
り
。
一
つ
に
は
定
恵

門
、
二
つ
に
は
福
徳
門
。
定
恵
門
と
は
正
法
を
開
き
読
誦
し
書
写
し
、
座

禅
等
を
な
す
。
福
徳
門
と
は
、
寺
・
塔
を
建
立
し
、
仏
像
を
造
り
、
其
他

仏
の
為
に
諸
種
の
物
を
施
入
し
て
仏
法
を
擁
護
す
る
。
仏
・
菩
薩
皆
此
の

二
門
を
修
し
、
三
世
に
わ
た
り
福
地
円
満
す
』
と
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
大
師
堂
・
御
影
堂
を
建
立
し
、
お
大
師
様
へ
の
報
恩
謝
徳
の
微

意
を
奉
ず
る
も
の
と
し
て
、
是
非
と
も
無
魔
成
満
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
諸
般
の
情
勢
大
変
厳
し
き
折
、
十
方
有
縁
の
檀
信
徒
各
位
発
願
者
の
悲

願
を
哀
愍
い
た
だ
き
、
何
卒
応
分
の
浄
財
を
ご
喜
捨
賜
り
、
こ
の
浄
願
が

成
就
さ
れ
ん
こ
と
を
偏
に
懇
願
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
尚
、
ご
寄
進
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
改
め
て
別
紙
に
て
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

合
掌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
星
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
職
　
八
木
恵
生

　高山　　須麻子 　中林　　昭美 　三浦　　絹枝

　田口　　カズコ 　中村　　幹枝 　三浦　　光枝

　竹腰　　昭子 　西川　　修三 　三瓶　　和子

　竹野　　イツ子 　西木　　洋子 　三木　　栄子

　竹本　　タミエ 　西田　　利枝 　道下　　幸枝

　多田　　澄子 　西本　　健三 　光川　　イクエ

　辰崎　　悦子 　西本　　淑子 　三村　　幸枝

　辰野　　綾子 　能美　　良子 　宮崎　　忠志

　辰巳　　佐々夫 　橋本　　武夫 　宮崎　　道子

　辰巳　　カメヨ 　花岡　　香代子 　宮田　　スズエ

　田中　　トシ子 　濱本　　和子 　宮本　　通子

　田村　　求弘 　林　　　カメノ 　村上　　冨美子

　田村　　睦子 　林　　　美保子 　村中　　淑子

　田村　　八重子 　日置　　美代子 　村中　　絵美子

　俵屋　　宏三 　東　　　昭三 　村本　　芳子

　団原　　みゆき 　日高　　松枝 　森岡　　輝子

　辻　　　雅子 　桧山　　悦子 　森下　　ユリエ

　土本　　光子 　平本　　政雄 　守矢　　好美

　坪内　　保 　平本　　澤子 　森脇　　タミエ

　寺田　　記代 　桧田　　明 　矢部　　都美枝

　寺田　　利雄 　桧田　　幸子 　矢部　　裕子

　寺田　　敏彦 　藤岡　　孝員 　山県　　操

　徳山　　美代子 　藤岡　　義忠 　山県　　増雄

　冨田　　和子 　藤川　　良美 　山瀬　　光一

　中合　　カナエ 　藤田　　美代子 　山瀬　　妙子

　長迫　　博子 　藤原　　高子 　山新　　昭子

　中土井　志恵子 　堀内　　唯良 　山下　　則男

　中野　　隆吉 　堀田　　サワノ 　山下　　和美

　永橋　　正浩 　増田　　紫折 　山根　　慶子

　永橋　　律子 　真鍋　　冴子 　吉村　　正二郎

　中原　　トキ子 　真鍋　　萩枝 　八木　　恵

　中原　　達重 　丸本　　静江 　八木　　泰子
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大師堂完成予想図

御影堂完成予想図

本堂東側より側面図

正　面　図修行大師

　青木　　育子 　岡村　　博子 　斉藤　　満子

　青山　　アヤメ 　小川　　栄子 　西田　　サツエ

　足立　　ルリコ 　奥田　　百合枝 　西田　　巴

　阿部　　洋子 　尾越　　タミ子 　佐川　　弘平

　新井　　やす子 　落合　　スミ子 　佐川　　すみ

　荒岡　　秀子 　鍵本　　冨久枝 　佐々木　馨

　安藤　　ヨシ子 　風岡　　文枝 　佐々木　静枝

　飯田　　久子 　桂　　　澄子 　佐々木　チサコ

　池上　　長子 　金森　　政子 　佐々木　チヅエ

　石井　　房子 　上岡　　敬子 　佐々木　信子

　石井　　ミドリ 　川端　　節子 　佐々木　美代子

　石井　　ヨリ子 　川原　　カツエ 　重川　　櫻子

　石本　　啓子 　岸田　　礼子 　重村　　寿子

　伊藤　　恵美子 　北川　　妙 　四反田　セツ子

　井上　　瑛子 　木村　　良子 　篠原　　ヒサ

　今元　　智鶴子 　久田　　信行 　清水　　トシ子

　岩本　　勢津子 　久保田　和子 　下條　　いせ

　上野　　順子 　熊谷　　公昭 　下田　　実

　上野　　展史 　熊谷　　冨美恵 　新谷　　シズエ

　上野　　智史 　黒紙　　寿満子 　進藤　　俊雄

　上野　　真史 　桑野　　信子 　新中　　陽子

　上野　　妙子 　小谷　　シズ子 　新山　　一三

　梅林　　保男 　小早川　カスミ 　新山　　京子

　江口　　清乃 　小早川　瀧子 　住田　　絹子

　大迫　　清士 　小山　　延子 　角本　　貞子

　大迫　　ヨシ子 　細工　　辰夫 　角本　　清美

　大町　　美智子 　細工　　鈴枝 　巣守　　志子

　岡田　　登喜子 　斉藤　　治三 　大道　　エミコ

　岡田　　寿信 　斉藤　　幸子 　高橋　　貞子

四国八十八ヶ所霊場巡拝者名簿
　　　　　　　昭和５９年～令和３年（４０年間）　　　　　五十音順
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第一期第１回  阿波之国 　昭和６１年 ３/２７～３０ １７名

第２回  土佐之国 　　　６２年 ３/２５～２８ ２３名

第３回  伊予之国 　　　６３年 ３/２４～２７ ２５名

第４回  讃岐之国・高野山 　平成　元年 ３/２６～３０ ３４名

第二期第１回  阿波之国 　　　　２年 ３/２６～２９ ２７名

第２回  土佐之国 　　　　３年 ３/２７～３０ ３５名

第３回  伊予之国 　　　　４年 ３/２６～２９ ３７名

第４回  讃岐之国・高野山 　　　　５年 ３/２４～２８ ３５名

第三期第１回  阿波之国・別格霊場 　　　　６年 ３/２４～２７ ４２名

第２回  土佐之国・別格霊場 　　　　７年 ３/２７～３０ ４０名

第３回  伊予之国・別格霊場 　　　　８年 ３/２５～２８ ３７名

第４回  讃岐之国・別格霊場・高野山 　　　　９年 ３/２４～２９ ３７名

第四期第１回  阿波之国 　　　１０年 ３/２３～２６ ２９名

第２回  土佐之国 　　　１１年 ３/２４～２７ ３５名

第３回  伊予之国 　　　１２年 ３/２７～３０ ３７名

第４回  讃岐之国・高野山 　　　１３年 ３/２６～３０ ２６名

第五期第１回  阿波之国 　　　１４年 ３/２５～２８ ２９名

第２回  土佐之国 　　　１５年 ３/２５～２８ ３７名

第３回  伊予之国 　　　１６年 ３/２２～２６ ４２名

第４回  讃岐之国・高野山・吉野 　　　１７年 ３/２２～２６ ３４名

第六期第１回  阿波之国 　　　１８年 ３/２７～３０ ３５名

第２回  土佐之国 　　　１９年 ３/２６～２９ ３７名

第３回  伊予之国 　　　２０年 ３/２４～２７ ２７名

第４回  讃岐之国・高野山 　　　２１年 ３/２３～２７ ２８名

第七期第１回  阿波之国 　　　２２年 ３/２３～２６ ３０名

第２回  土佐之国 　　　２３年 ３/２２～２５ ２２名

第３回  伊予之国 　　　２４年 ３/２６～２９ ２０名

第４回  讃岐之国・高野山 　　　２５年 ３/２１～２５ ２２名

第八期第１回  阿波之国 　　　２６年 ３/２５～２８ １２名

第２回  土佐之国 　　　２７年 ３/２９～４/１ １２名

第３回  伊予之国 　　　２８年 ３/２９～４/１ １２名

第４回  讃岐之国・高野山 　　　２９年 ３/２３～２６ １２名

第九期第１回  阿波之国 　　　３０年 ３/３０～４/２ 　９名

第２回  土佐之国 　令和　元年 ３/２５～２８ 　６名

第３回  伊予之国 　　　　２年 ３/２４～２６ 　７名

第４回  讃岐之国・高野山 　　　　３年 ５/１０～１３ 　９名

四国八十八ヶ所霊場遍路の旅

巡拝の軌跡
昭和５９年１月２１日～３月１２日　　　（５２日間） 山主徒歩巡拝
（弘法大師御入定１１５０年御遠忌初大師に発願）

昭和６１年３月～令和３年５月　　　　　（３６年間）

延べ参加人数９５８名

檀信徒団参

四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
拝
無
魔
結
願
成
就

高
野
山
奥
の
院
で
お
大
師
さ
ま
に
報
告
謝
徳
の
御
礼
参
り

　
本
年
の
四
国
遍
路
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
諸
行
事
の
延
期
・
中
止
が
多
い
中

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
て
の
巡
拝
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
全
員
無
事
に
帰
広
し
二
週
間
後
の
確
認
で
も
元
気
に
過
ご
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
前
号
で
詳
細
を
ご
報
告
し
た
通
り
、
今
回
の
遍
路
を
も
ち
ま
し
て
、
四

国
巡
拝
を
一
旦
休
止
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
三
十
六
年
間
に
亘
り
多

く
の
檀
信
徒
の
皆
様
と
バ
ス
巡
拝
を
通
じ
て
布
教
伝
導
出
来
ま
し
た
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。改
め
て
一
枚
〳
〵
の
写
真
を
見
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
懐
古
し
つ
つ
、
大
師
御
宝
前
に
結
願
成
就
の
ご
法

楽
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
時
が
移
り
機
が
熟
し
ま
し
た
ら
、
宏
雅
副
住
職
の
先
達
で
巡
拝
を
再
開

す
る
予
定
で
す
。
し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ
い
。

第
九
期
第
四
回
巡
拝

五
月
十
日
～
十
三
日

奥
之
院
参
拝
後
、
三
宝
院
の

北
面
大
師
像
の
特
別
参
拝
が

許
さ
れ
、
御
尊
像
を
間
近
に

拝
し
感
涙
の
御
宝
号
を
唱
え

ま
し
た
。

こ
の
像
は
、高
野
山
（
南
山
）

か
ら
京
都
御
所
の
帝
を
拝
し

て
お
ら
れ
る
姿
ゆ
え
に
お
顔

が
北
向
き
に
造
ら
れ
て
い
る

為
、
北
面
大
師
と
云
わ
れ
て

い
ま
す
。

三宝院　北面大師

高
野
山
奥
之
院

　
　

無
明
の
橋
に
於
い
て

第
八
十
八
番 

大
窪
寺

　
　
　
　

大
師
堂
特
別
内
拝
を

　
　
　
　
　
　
　
　

終
え
て
結
願
す

大
師
と
共
に

す
げ
の
小
笠
に
雨
風
を　
　

さ
け
て
浮
世
を
幾
山
河

大
師
の
み
跡
ゆ
く
我
の　
　

お
ぼ
つ
か
な
し
や
救
い
ま
せ

お
ん
名
唱
ふ
る
そ
の
時
は　
　
　

そ
ば
に
大
師
の
寄
添
い
で

守
り
と
ら
す
と
の
た
ま
い
し　
　

広
大
無
辺
の
御
恩
徳

大
師
離
れ
て
我
は
な
く　
　

我
を
離
れ
て
大
師
な
し

同
行
二
人
有
難
き　
　
　
　

南
無
大
師
遍
照
尊


